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  JR 御徒町駅を中心とする区域は、上野駅、秋葉原駅の中間となる区域であり、JR はもとより 

東京メトロ、都営地下鉄等の鉄道結節点であり、魅力ある拠点形成を期待される地域である。 
 昭和５０年代には、地区内大規模地権者を中心に市街地準備組合を組織し、道路を付け替えて敷

地を統合した上での開発が検討されていた。その後、景気の低迷等で、計画は頓挫したが、平成

３年には、その計画をベースにした地区計画が都市計画決定された。その後、諸所の事情で、開

発は低迷していたが、平成１８年より、民間主導により始まった敷地整序型区画整理により、平

成２４年１１月には、待望の南口歩行者駅前広場が完成する。区は広場整備の地元協議の過程で、

整備計画の無い部分に新たな北口駅前広場の整備を中心とした、新たな地区計画を策定した。本

報告は、この過程を紹介しながら、地域の商業、業務機能の更新が進んでいる事例を報告するも

のである。 
 
 

 


